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TOEIC スコア 280 以下の学生達による
プレゼンテーションへの取り組み
Motivating Lower Level Students （Below 
TOEIC 280） to Give Classroom Presentations
1 ．はじめに
　創価大学では、グローバル人材育成に主眼を
置き、学生達の英語力増強に力を注いで来てい
る。しかし、そういった流れの中で、入学時の
TOEIC スコアが280に満たない学生も多くい
ることを 忘 れてはならない。本 稿 では、そう
いった学生達にモチベーションを持たせ、自分
の意見を英語で発信していけるようにさせるた
めに、日々の授業で行ってきた活動を紹介した
い。文部科学省の掲げている「学士力」の中に
も、汎用的技能の一つとしてコミュニケーショ
ンスキルが挙げられており（文部科学省ホーム
ページ、「学士課程教育の構築に向けて」中央
教育審議会答申の概要、http://www.mext.go. 
jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/siryo/
attach/１2472１１.htm）、本稿で取り上げた実践
（プレゼンテーション）は、基礎力の足りない
学生のコミュニケーション力を高め、学士力向
上に貢献しうると言えよう。更に、本稿では、
期末のプレゼンテーションを目標に、学生達が
「英語で伝える」ことができるように、教師側
が着目すべき点などにも触れたい。
　TOEIC 280 に 満 たないようなリメディアル
レベルの学生達に、プレゼンテーション指導を
行うには何が必要だろうか。プレゼンテーショ
ンという形態で、クラス全体の前で英語を話す
こと自体、彼らにとっては脅威であろうし、教
師側も最初から不可能だと決めがちである。こ
のレベルの学生にビジネスプレゼンテーション
を求めることは、学習目的から考えても適当で
はない。自分の伝えたいことを、まとまった形
で他者（比較的多数の人間）に披露することと
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際に不安感を持ち緊張するという人は多くいる
と考えられる。Krashen（１98５）のAffective Filter 
Hypothesis の考え方がよく知られており、こ
れは Affective Filter （情 意 フィルター）が 不
安や緊張で高くなると、それが壁になり脳の中
に情報が入りにくくなるという説である。最近
では、外国語を使う時の不安の研究が増えてき
ており、コミュニケーションを 中 心 に 授 業 を
行っていく場合、学習者の不安をいかに軽減し
ていくかが大きな鍵になってくると言えよう。
このような外国語不安（language anxiety）を、
Gardner & MacIntyre（１993）は、“fear or 
apprehension occurring when a learner is 
expected to perform in a second or foreign 
language”と定義している（八島，2004, p. １7）。
つまり、学習者が第二言語や外国語を使うこと
を期待された時に抱く不安感や懸念を指してい
る。八島（2004）は、外国語学習の中で最も不
安をかきたてるのは、「話 すこと」である（Horwitz, 
Horwitz, & Cope, １986）と 解 説 している。こ
のことからも、授業内で英語でのコミュニケー
ションの場を設定する際には、学生達が自信を
失うような体験をしないように配慮することが
必要となってくる。一度そういう苦い経験をし
てしまうと、その後、そういった学生は、英語
を話す時に更に不安を感じるようになってしま
うだろう。八 島（2004, pp. 38-39）は、Oxford
（１999）の「学習者が不安を感じにくい教室づ
くりのヒント」を提示しており、その中から筆
者が共感するいくつか紹介してみたい。
・ 教室内で成功体験を作りだし、自信を回復さ
せる。
・ 心地よい、恐怖感のない環境で、適度なリス
クを伴う活動に参加させる。
・学習者同士の競争心を下げる。
・ 授業の目標を明確にし、その目標を達成する
ためのストラテジーを磨かせる。
・ 完璧でなくてもどんどん発表してよいという
ことを共通理解とする。
・ 音楽、笑い、ゲームなどでリラックスさせる。
してプレゼンテーションを捉えると、プレゼン
テーションは、教室内でのアウトプット活動の
集大成と考えられる。また、このプレゼンテー
ションを成功させることにより、次のステップ
として、リメディアルレベルの学生達にも本格
的にプレゼンテーション指導をすることも可能
になるかもしれない。本稿では、ビジネスプレ
ゼンテーション用にいろいろ必要とされる様々
なテクニックの指導の報告ではなく、プレゼン
テーションを、コミュニケーション力を高める
ための指導と考えて、教室内で行った指導過程
を報告する（20１2年度後期実施）。
2 ．TOEIC スコア280以下の学生達
　本学の英語の授業は、主に TOEIC のスコア
別に提供され、学生達は各自のスコアによっ
て、自分の希望するコースを取ることができ
る。しかし TOEIC 280 以下の学生達は、一律、
英語Ａを受講することになる。そういった学生
達は、一般に、英語を話すことに慣れていず、
自分は英語が得意ではないと思っていることが
多い。学期初めに行ったアンケートでも、英語
があまり好きではない、苦手だと述べる学生が
多かった。ただ、筆者の経験から、英語のレベ
ルの高くない学生達は「英語で話す」アクティ
ビティが 嫌 いだとは 言 い 切 れない。むしろ、
accuracy （正確さ）より fluency （流暢さ）に重
きを置く speaking activity の方を好むと言え
るだろう。文法問題や長文を読むことの方が彼
らにとっては苦痛であるようだ。
3 ．Language Anxiety （外国語不安）
　筆 者 は、教 室 内 では Communicative Lan-
guage Teaching を 柱 に、学 生 達 が 英 語 でコ
ミュニケーションをとることによって授業を進
めるようにしている。そういった際に妨げとな
るのが、学生達が抱く不安感である。これはリ
メディアルレベルの学生に限らず、英語を話す
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合う要因をよく表しているものと言えよう。こ
の図を見ても、最終目標の L2 Use を支える一
番の原動力は、Willingness to Communicate で
ある。つまり、他者とコミュニケーションを取
りたいという 強 い 意 思 がなければ、コミュニ
ケーションは成立しない。いかに英語力があっ
ても Layer Ⅲ-Desire to Communicate with a 
Specific Person に提示されているように、特定
の人物とコミュニケーションを取りたいという
気持ちがなければ第二言語使用までには結びつ
かない。また、その場面でコミュニケーション
が取れるという自信も必要である。そしてそれ
ら を 支 え て い る の が、Layer IV-Self-Confi-
dence, Layer V-Communicative Competence, 
Layer VI-Personalityと考えるとわかりやすい。
モデルの左側部分－動機・態度・グループ間の
雰囲気－などがそれらに様々な影響を与えてい
ると考えられる。八島（2003）は、このモデルに
ついて、第二言語を使ってのコミュニケーショ
ンは、これらの層の構成要素が複雑に絡み合っ
て起こり、第 2 層の行動の意思（Willingness to 
Communicate）がコミュニケーション 行 動 に
直接的な影響を与えるものだと説明している。
　八 島（2003）はこのモデルを 教 室 内 でのコ
・ 学習者に自分のパーフォーマンスを現実的に
評価させる。
・ 学習者に意味のある役に立つ肯定的フィード
バックを与える。
・ 肯定的な自己との対話で自分を激励し、否定
的で不条理な考えを意識して変えるように指
導する。
 4 ．Willingness to Communicate （WTC）
　リメディアルレベルの学生達に人前で英語を
話 すことをためらわせている 要 因 は 何 だろう
か。もちろん英語力の低さが大きな原因と考え
られるが、それ以上に「うまく話せない」とい
う不安感が彼らを支配しているのではないだ
ろうか。そういった学習者の心理的要因につい
て 考 える 上 で 大 きなヒントとなるものに、
MacIntyre, Clément, Dörnyei, & Noels （１998）
の ”Willingness to Communicate（WTC）” 「他
者と対話する意思」という概念モデルがある
（図 １ ）。このモデルは、態度・動機・不安な
どの個人差が異文化接触にどのように影響する
か 表 したものであるが、教 室 内 でのコミュニ
ケーション活動を説明する上でも、様々に絡み
図 1 　WTC モデル
出所） MacIntyre, Clément, Dörnyei, & Noels（１998）著、Modern Language Journal 82、 
p. ５47、FIGURE １. Heuristic Model of Variables Influencing WTC より転載
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う欲求につながっていくと思われる。良好な雰
囲気作りの具体例は数々あるが、筆者の場合、
まずネームプレートを作成し、それらを各人の
机の上に毎回置き、教師ばかりでなくクラス全
員がクラスメートの名前を覚えられるように配
慮している。これは当たり前のことで特筆すべ
きことではないかもしれないが、学生達にとっ
て自分の名前を覚えてもらえるということは、
コミュニケーション意欲に繋がる大きな要素で
ある。
　最終目標は英語でプレゼンテーションを行う
ことであるが、それに向かって、毎回の授業で
「話す・伝える」ことに慣れるためのスピーキ
ング練習を多く行った。学生を話させるために
は、学生が話せるようになる工夫を行うことが
必要である。それでは一体どんな工夫をしたら
いいのだろうか。ここでは「足 場 掛 け」（Scaf-
folding） について 考 えてみたい。Scaffolding 
とは、学習者が目的を達成できるように適切な
補助（足場）を与えてやることであり、それら
の足場は、学習者が自分の力だけで、できるよ
うになった時には、徐々に外されるべきもので
ある。しかも、それらの足場は、最近接発達領
域（Zone of Proximal Development, ZPD）で
掛けられることが一番効果的だと考えられてい
る。最近接発達領域（ZPD）とは、Vygotsky 
（１978） が提唱したもので、学習者が自力でで
きる現在の発達段階の一段階上の領域で、他者
の援助があれば問題を解決できる領域のことを
意味している。学習者の ZPD をよく見極め、
その段階にそった教材や助言を与えることによ
り、それらの援助は「足場」（scaffolds） となり、
学習者は課題を解決できる。その後、その足場
を外していくことにより、学習者の自力ででき
る領域は伸びていくことが考えられる。これら
のことを考えると、話すための工夫で適切な
scaffolding を 行 うには、学 生 のレベルにあっ
た教材を使用し、会話練習用のハンドアウトに
は、レベルにふさわしい会話例や単語説明など
が提供されるべきである。
ミュニケーション活動と関連して考え、コミュ
ニカティブな英語の授業実践に関わる心理的側
面について、教室という社会的な場でコミュニ
ケーション活動を行うためには、性格要因・対
人不安などの個人要因に加えて、教室の友好的
な雰囲気や周囲の人との良好な人間関係が大き
な意味を持つと説明している。筆者のこれまで
の教授経験からも、学生達から人前で英語を話
すことの恐怖を取り除いてやるには、まずクラ
スの雰囲気をリラックスしたものに作りあげる
ということが 先 決 だと 考 えられる。特 にリメ
ディアルレベルの学生達は、英語が嫌い、英語
がつまらない、話すことなど更に好きでない、
といった学生も多い。そういった学生から「英
語ができないという劣等感」を少しでも軽減さ
せるために、間違えてもいいから自分の言いた
いことを相手に伝えることの重要性を認識させ
ることが大事である。八島（2003）も、いかに
学習者が自分の英語力を肯定的に認知し、知っ
ている知識を活用できるような学習環境を創設
できるかが鍵であると述べている。
５ ．指導プロセス
　上記のような考えを踏まえて、学期初めか
ら、人前で英語を話すことに慣れさせるため
に、グループワークを活用し、少人数の中で不
安感の少ない状態で英語を話せるような環境を
作った。 4 人から ５ 人のグループで、共同作業
のタスクを多く与え、グループの仲間と良い人
間関係が作れるように気を配った。リメディア
ルレベルの学生達の場合、英語を学ぶことへの
不安感が高いため、学期最初のこの話しやすい
環境作りは非常に大事である。英語で話す前
に、まず、グループ内での人間同士の結び付き
を強めることが、英語でのコミュニケーション
活動を成功させる一歩である。WTC モデルに
提 示 されているように、まず 基 盤 となるのは
Intergroup Climate であり、 そこからそのグ
ループのメンバーに自分のことを伝えたいとい
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回パートナーを変えながら時間を短縮しながら
伝えていく練習である。トピックを決めて、ペ
アで最初の 4 分間一人の話者が相手に話し続
け、次に同じトピックで別の聞き手に 3 分間、
最後にまた違う聞き手に 2 分間話し続けるとい
うものである。この作業をすることにより、最
初の 4 分間で大量の英語を話すことが要求さ
れ、更に話の内容を伝えることに重きが置かれ
る。また、時間を短縮していくことにより、話
し慣れたトピックを、すばやく、考える時間な
しに話していくことが要求される。最初のペア
の時には、言いよどんでいた話者が、 2 回目・
3 回目となるにつれて、言葉も慣れ、内容もま
とまって話し続けることができるようになって
いく。筆者は、この練習を、4 分間ではリメディ
アルレベルの学生には長すぎるので、最初を 3
分間とし、3 / 2 / １  Activity として実施した。
ここでは、学生達の話に関しては、英語の間違
いに対しては一切修正を行わず話し続けさせる
ようにした。学生達を話させるためには、こう
いった練習が大事なことだと考える。一般に、
学生達を見ていると、正確な英語でなければな
らないという気持ちが強く、英語を発すること
を臆している場合が多い。そういったことを取
り除くためにも、彼らが中間言語（第二言語学
習途上の学習者の言語システム）を用いて話し
続け、それでも内容を理解してもらえるという
ことを体験することは、教育的効果は大きいと
考えられる。
　Fluency （流暢さ）は、どのような状況下で
伸 びるのだろうか。Nation & Newton （2009）
は、以下のような条件を提示している。
１ ．The activity is meaning-focused.
2 ． The learners take part in activities where 
all the language items are within their 
previous experience.（Experience task）
3 ． There is support and encouragement for 
the learner to perform at a higher level 
than normal level.
　上記の条件を4/3/2 Activity と照らし合わせ
　授業内では、正確でなくても「話す・伝え
る」ことの重要性を学生達に理解させることを
主眼においた練習も多く行った。その一例とし
て次に詳しく述べる Nation & Newton（2009）
の4/3/2 Activity なども含まれる。また、ペア
での会話練習の後には、フィードバックとして
パートナーの話をクラス全体に英語で伝えさせ
るようにした。 更 に、 学 期 中 に Extensive 
reading（多読練習）として、Graded readers の
やさしいレベル（Easy starters, Level １） など
を最低 3 冊は読ませ、一冊ごとに一枚の Book 
report を 記 入 させた。この Book report は 日
本語でも記入を可とし、あくまでも内容理解を
することを求め、自分の意見を相手に伝える練
習として、それをグループ内で、日本語で発表
させ、更には有志にクラス全員の前で発表させ
た。
　このように、「グループ又はペアで英語で話
す→クラス全体に伝える」といったプロセスを
日頃の授業で繰り返し行いながら、学生達が自
分の話したいことをクラス全体に伝えることに
徐々に慣れていくようにした。学生達はグルー
プ内で話すことにより、間違えることをあまり
心配しなくなり、ペアからグループへ、そして
全体へ、といった流れを行ううちに、次第にク
ラス全員の前で話すことに慣れていったように
見えた。更に、正確ではなくても伝えようとし
ているクラスメートの姿に刺激を受け、その学
生のことを知ることにより、教室が一つになっ
ていった。また、そこから「意味が伝わる」こ
との重要性を実感していったように見えた。そ
ういった体験を通して、学期の最後に全員が 2
分間のプレゼンテーションを行う心構えを養っ
ていった。
6 ．Fluency を伸ばすための練習
　Fluency を伸ばすための練習として、Nation 
& Newton（2009）の4/3/2 Activity というもの
がある。これは簡単に言えば、自分の話を、毎
173研究ノート
7 ．プレゼンテーションの実施
　実 際 にプレゼンテーションを 行ったクラス
は、冒頭で説明した TOEIC 280 以下の英語 A
クラスで、週に 2 回の授業を行い、人数は34名
であった。その中に１0名の 4 年生が含まれてお
り、その中には TOEIC 28５ 以上の学生も半数
以上いた。トピックは、筆者が与えたプレゼン
テーションのトピックリスト（表 １ ）の 中 か
ら、自分が発表したいものを選ばせた。それら
のトピックは、学期内で学習したトピックや使
用教科書のユニットに関連したトピックを選ん
だものである。学生達には自分が選んだトピッ
クについて 2 分間のプレゼンテーションを行う
ように指示し、その際、写真・実物など補助と
なる物を持ってくることを奨励した。ただし、
教室の設備や発表人数の多さから、パワーポイ
ント等の使用は認めなかった。プレゼンテー
ション指導には特別の時間を割かなかったが、
簡単なアウトラインを書けるようなシート（表
2 ）を用意し、それを埋めていくことによって、
大まかなプレゼンテーションの流れができるよ
うにした。また、アイコンタクトを取りながら
大きな声で聴衆にメッセージを伝え、原稿は読
み上げたりしないように指導した。
てみると、まず、自分の話を伝えるという点で、
このアクティビティは meaning-focused （メッ
セージを伝える）である。ペアで聞き手が変
わっていくわけなので、毎回、自分のメッセー
ジをいかに伝えるかということに焦点をあてて
いくことになる。更に、自分の体験した事を話
し、また回を重ねるごとに同じ内容を話してい
くため、語句や単語の繰り返しとなり、これも
Experience task となる。また、このアクティ
ビティは、 4 分間で大量の英語を話し続けるこ
とを要求され、更に教師のコントロールで時間
の制限も受け、現在の自分の力量より高いレベ
ルを目指すことも要求される。このように分析
していくと、この4/3/2 Activity は、fluency を
伸ばすために効果的なものであると考えられ
る。筆者は、このアクティビティを、“How was 
your weekend?” といったようなトピックで 話
させるようにして授業でよく使用したが、最初
の 3 分間では、なかなか文章が出てこなかった
学生も、毎回同じ内容を話すので、ペアが変わ
るたびにかなりスムーズに話せるようになって
いった。このアクティビティの仕上げとして、
何人かの学生にクラスで自分の話を一分間させ
るようにした。これも、学期末のプレゼンテー
ションで自分の話をクラスで伝える事に繋がる
練習の一つとなったと言えよう。
表 1 　プレゼンテーショントピック
Presentation Topics
Introduce yourself
- About your name （Who named it?  The meaning of Kanji… ）
- About your hometown
- About your hobby
- About your club
Food - Your favorite food- Food you do not like
Music - Your favorite music genre- Your favorite group/singer
Travel - The place that you have traveled- Your favorite sightseeing spots
Sports - Your favorite sports- Your favorite sport player
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てもらえてうれしかった。
・ 私は自身の部活動に関して話しました。自分
で書き出した文書を、苦手とする英語で訳す
る作業は非常に苦労しましたが、その分、自
身のスピーチを終え、皆の感想を読んだ時、
大きな充実感を得ることができました。
・ 良かったのは、最後のプレゼンです。ただ英
語の知識を身に付けるのではなく、人の前で
発表することで表現力が身に着くと思うの
で、全体とはいかなくても、グループ内で発
言できる機会が増えると生きた英語力が自然
と身に着くと思いました。
・ 自分のことを話すからやりやすかった。他の
人たちのもすごく面白かったです。
　プレゼンテーションについての上記のコメン
トを読んでいると、発表トピックをリストの中
から自分で選ばせたことも、学生達の「伝えた
い」という意識を強めたということがわかる。
また、クラスメートのコメントを見て、自分の
話が他者に伝わったのだと実感している学生も
多かった。全体的にどの学生も、このプレゼン
テーションに真剣に向かい、また聞いている学
生達も好奇心をもって、発表者の英語に一生懸
命耳を傾けていた。聞き手がいるということで
　プレゼンテーションの評価方法は、① accuracy 
② fluency ③ performance ④ content ⑤
organization で、各項目 ５ 点満点で合計2５点満
点で筆者が評価した。また、プレゼンテーショ
ンを聞いている学生達には用紙を渡し、各々コ
メントを書かせプレゼンテーション終了後、発
表者に渡すようにした。このコメントは日本語
で書いてもいいこととし、ポジティブなコメン
トを書くように指示した。
8 ．考察（学生のコメントから）
　学期末に、学生達に学期全体を振り返って感
想を書いてもらった。その中から、筆者が目的
とした「自分の話を英語で伝えることができ
る」という観点からみて、参考となるものを紹
介したい。
プレゼンテーションについて
・ 最後には、自分のことを伝えるプレゼンテー
ションを行い、家族のこと、故郷のこと、練
習していることを聞くのは、とても楽しかっ
たです。自分の好きなことを発表するので、
その心が聞いている人にも伝わったのだと思
います。
・ 英語でのプレゼンで、自分の英語を聞き取っ
表 2 　アウトラインシート
Presentation Outline Sheet
Introduction
　　　Good morning / afternoon.
　　　My name is 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
　　　Today, I’m going to talk about 　　　　　　　　　　　　　　　.
Body
　　　Main point  1
　　　Main point  2
Conclusion （summarize what you said）
　　　Today, I told you 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
　　　First, 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  .
　　　Second, 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .
　　　Thank you.
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・ 最初は嫌々だったけど少しずつ楽しくなっ
た。みんなのフォローもありよかったです。
・ 授業開始後すぐの数分に English Only Time 
や Final Presentation で英語を使って話す機
会があったから、入学前に比べると、積極的
に英語を使う機会が増えたから本当によかっ
た。先生がすごくよかったからクラス全体の
雰囲気も良くて、楽しく授業に参加でき、嫌
だった英語も TOEIC も苦痛ではなくなった。
　学期中を通して行った会話練習について、学
生達からは肯定的な意見が数多く出た。ペアや
グループの人間とコミュニケーションを取り、
相手のことを多く知りたいという意識が、彼ら
の英語へのモチベーションを高める要因になっ
たことがわかる。毎回、授業の初めに話しやす
い雰囲気作りの一環として行っていた会話練習
は、彼らの Affective filter（情意フィルター） を
下げることにも大きな役割を担っていたよう
だ。もともと英語が苦手で、嫌々、会話練習に
参加しているような学生もいたが、そういった
学生のペアには、教師が側に付いてファシリ
テーターのような役割をすることが大事だと言
えよう。
グループワークについて
・ グループワークの授業がメインだったので、
そこでわからなかったら教えてもらったり、
友情ができたりと一人の力で限界があるとこ
ろを協力して何か一つの問題に挑戦するとい
うところが一番力がつきました。こんな僕た
ちにもとてもよくわかる授業で、雰囲気がい
つもよく明るかったので、いつでもだれでも
発言できる環境が良かったです。
・ ペアワークでの活動は、いろんな人と話せる
し、友達の輪が広がるのでよかったと思いま
す。
・ 基本的にグループでやるから、だんだんと仲
よくなって友達が増えました。
・ 一人ではなく、グループ全員で考えたり意見
更に相手にうまく伝えたいという意識が高まっ
たと思われる。しかしながら、中には、準備し
てきたメモを読み上げるだけで、アイコンタク
トが 全 くできない 学 生 もいた。プレゼンテー
ションスキルの 訓 練 クラスではないといって
も、プレゼンテーションという形態を取るから
には、発表時の姿勢やアイコンタクトの仕方な
ど基本的な指導にも、もう少し時間を割く必要
がありそうだ。
スピーキング練習について
・ What did you do last week? の会話から、相
手のことを発表するということが良いと思い
ます。これによってクラス内の友情関係を私
自身築くことができました。
・ How have you been? のやりとりは楽しい。
話が弾んでくると、日本語で話してしまうこ
ともあるけど、仲よくなれるし、嫌でも多少
英語で伝えようと考えるんで前よりは英語脳
になったと思う。
・ 先生が言っている、文法とかわからなくても
とにかくしゃべろう、ということを実践して
みようと思い、Chit Chatでもマジックをやっ
て、そのマジックもセリフを自分で一から考
えて、これが本当の英語の勉強なんだと実感
しました。英語は人とコミュニケーションを
とることが一番大事なんだと思いました。
・ 授業の中で一番よかったのは、ほとんどの時
間に行われた How have you been? です。一
緒に勉強する仲間のことを知れることはとて
も楽しかったし、何より英語はやはりコミュ
ニケーションツールなんだということを実感
しました。「相手のことを知りたい」「相手と
もっとつながりたい」という思いから英語を
勉強しようという意欲につながるのかなと、
4 年目にして知ることができました。
・ 最初に相手が一週間何をやっていたか等を聞
いて、会話するのが照れ臭かったけれど、他
の人とコミュニケーションがとれるきっかけ
となって、楽しかった。
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も わ か る よ う に、Communicative Language 
Teaching を成功させるには、まず、学生が不
安感を持たずに英語を話せる環境を作ることが
先決である。良好な人間関係が築きあげられて
初めてWillingness to Communicate のモデル
で説明されているように、コミュニケーション
が成り立つのである。また、文法の間違いに捉
われずに、自分の英語力でコミュニケーション
を取れることを認識させ、自信を持たせること
も大事である。教室内でコミュニケーションの
場を多く提供し、正確でなくても伝えることの
達成感を味あわせ、更にはペアからグループ、
クラス全体へと、人前で英語を披露することに
慣れさせることも有効な手段であると考えられ
る。このような地道な活動を教師がリメディア
ルレベルの学生に提供していくことにより、彼
らが少しでも英語への自信を取り戻し、英語を
学習していきたいというモチベーションを持つ
ようになるのではないだろうか。
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9 ．まとめ
　プレゼンテーションを自分のメッセージを他
者に伝えることと捉え、それを学期最後の最終
目標として指導を行ってきたが、最後の学生達
のプレゼンテーションを聞いて、確かな手ごた
えを感じた。考察でも触れたように、学生の中
にはアイコンタクトが難しく原稿を読み上げる
だけになってしまった者もいたが、今まで英語
で発表などしたことがなかった学生達からすれ
ば、それでも達成感を得ることはできたのでは
ないかと 考 えられる。学 生 達 のコメントから
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